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研究成果の概要（英文）：We examined mechanism of the drought tolerance of Anabaena by comparing the 
tolerance of photosynthetic machineries of Anabaena with those of Synechocystis. Photosystem II, one
 of photosynthetic machineries, is known as a primary target to photooxidative damage by various 
environmental stress. It was found unexpectedly that in Anabaena photosystem II is inactivated more 
easily by drought treatment or hypertonic treatment of cells than that in Synechocystis. Since 
photosystem II is also a source of production of active oxygen species, Anabaena may reduce the 




























（Satoh et al. 2002）。しかし、イシクラゲは形質転換系が確立されておらず、生化学的に光合
成装置を単離することも困難であるため、光合成の乾燥耐性機構の研究は停滞していた。 
 一方、申請者は水棲シアノバクテリアの Anabaena sp. PCC 7120（以後 Anabaena）と
Synechocystis sp. PCC 6803（以後 Synechocystis）を用いて、光合成の環境ストレス耐性の研
究を開始していた。これらシアノバクテリアは全ゲノム塩基配列が解明されており形質転換系






 本研究は、乾燥に強い Anabaena と乾燥に弱い Synechocystis の光合成装置の特性および乾
燥耐性を比較検討することで、Anabaena 光合成装置の乾燥耐性の仕組みを解明することを目的
とする。現在、細胞が乾燥ストレスに曝されたときに光合成装置が受ける影響について知見が不









 Anabaena と Synechocystis の細胞各々に、光化学系Ⅱ複合体の構成タンパク質のひとつ










Anabaena と Synechocystis の細胞をフィルター上に静置し、乾燥処理でおこる脱水に伴う光
化学系Ⅱの活性変化をクロロフィル蛍光測定等により解析した。 




























（2）Anabaena と Synechocystis から単離した光化学系Ⅱ標品の環境ストレス耐性の比較 
環境ストレス耐性実験として、乾燥ストレス実験に比べ実験系がより確立している酸素発生の
高温耐性について、Anabaena と Synechocystis から単離した光化学系Ⅱ標品間で比較した。
Anabaena 光化学系Ⅱ標品は Synechocystis よりも少し低い温度で酸素発生の高温失活がおこ
った。一般に表在性タンパク質 PsbO の解離と酸素発生の失活は相関があると考えられている
が、Synechocystis では高温失活の過程で表在性タンパク質 PsbO が解離したが、Anabaena で

































（5）ソルビトール高張処理が Anabaena と Synechocystis の光合成電子伝達に与える影響 
Anabaena と Synechocystis の高張ストレスによる光合成系の阻害部位が光化学系Ⅱのみに存
在するかを細胞レベルで解析した。Anabaena と Synechocystis を 0 M-2 M ソルビトールを含

























































ホスファチジルグリセロール(PG714)と相互作用するD1-R140をLeuまたはTyrに置換したSynechocystis sp. PCC 6803変異株の光合成特性
ホスファチジルグリセロールと相互作用するPSII反応中心蛋白質の部位特異的アミノ酸置換がPSIIに与える影響
ホスファチジルグリセロール (PG714)と相互作用するD1-R140 および T231の部位特異的置換がPSIIの機能に与える影響
































リゾチーム処理またはガラスビーズ処理で破砕した細胞から単離した Anabaena sp. PCC 7120 光化学系II複合体の比較
ホスファチジルグリセロール (PG714)と相互作用するD1-R140 および D2-T231 の光化学系II複合体における役割
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